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感震ブレーカーの基本動作



■分電盤タイプ 基本動作



■基本動作詳細（例）

＜各社の製品＞

②疑似漏電信号
を発信

③疑似漏電信号にて
ブレーカ遮断動作

①内部センサーにて
地震を検知

感震リレー
（漏電ブレーカ）

A社 B社 C社

※分電盤メーカーによって構造が異なり、互換性はない

※分電盤メーカーによりブレーカの遮断方法は異なります



■分電盤タイプの設置パターン

＜分電盤認証ラベル＞

・スタンダード住宅用分電盤

・高機能住宅用分電盤

『感震機能』
『過電流機能』のいずれかを搭載
『避雷機能』



②増設型の感震ブレーカが分電盤と同じメーカーの場合

■分電盤タイプ（後付型）
①増設型の感震ブレーカが分電盤と違うメーカーの場合
●感震ブレーカ盤として「感震リレー」と「主幹ブレーカ」セットの仕様

＜各社の製品＞

感震リレー 主幹ブレーカ

既存の住宅用分電盤のメーカーや
種類に関わらず設置が可能

●「感震リレー」が独立している
●主幹ブレーカの動作保証の観点で既存の住宅用分電盤と同じメーカーでの必要あり

感震リレー

既存の住宅用分電盤と同じメーカー
の製品を設置する必要がある

＜各社の製品＞



■感震ブレーカ 利用パターン

①
分電盤タイプ（内蔵型）

②－１
分電盤タイプ（後付型）
『感震リレー・主幹』

③－１
コンセントタイプ

『コンセントOFF機能』

④
簡易タイプ

②－２
分電盤タイプ（後付型）

『感震リレー』

③－２
コンセントタイプ
『分電盤OFF機能』

新設

既設 住宅用分電盤がフタ付

住宅用分電盤がフタなし

主幹ブレーカが漏電ブレーカ

主幹ブレーカが漏電ブレーカでない

① ②－１
②－２

③－１
③－２

④

［新設・既設］ ［分電盤の仕様］ ［選定タイプ］

① ②－１
②－２

③－１
③－２

④

① ②－１
②－２

③－１
③－２

④

① ②－１
②－２

③－１
③－２

④

① ②－１
②－２

③－１
③－２

④

主幹ブレーカが漏電ブレーカ

主幹ブレーカが漏電ブレーカでない

(参考)※

(参考)※

(参考)※

(参考)※：日本配線システム工業会で扱っている商品ではありません。
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